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科目名 
 

道徳教育の研究 

対象学科・学年 
  文学部教福2回生  
 教育教福2回生  
  
  
  

担当者 
 

西川 信廣 

授業テーマ 
 道徳教育の意義と課題を明らかにし、実践的指導力を育成する。 
授業の概要と目標 
 授業は主に講義形式であるが、適宜道徳教育教材ビデオを視聴する。また卒業生の道徳の研究授業ビデオの視聴も行い、授業

評価の訓練もする。それらを通して道徳教育の意義とねらいを確認し、確かな実践力を育む事を目標とする。 

評価方法 
 学期末の試験で評価する。 

テキスト 
 小学校･中学校学習指導要領、同解説編「道徳」 

著者 
 文部科学省 

出版社 
  

参考書 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 授業は概ね以下のような内容となる。 
1回目：道徳とは何か？ 2回目：学校における道徳教育 3回目：関西における道徳教育の実際 4回目：ヨーロッパにおける

道徳教育の歴史 5回目：道徳心･道徳的心情とは何か？ 6回目：日本における道徳教育の歴史１ 7回目：日本における道徳

教育の歴史２ 8 回目：教育勅語と道徳 9 回目：戦後教育改革と道徳 10 回目：道徳教育の実際 11 回目：学習指導要領に

おける道徳 12 回目：道徳教育の目標 13 回目：道徳教育の評価 14 回目：心のノートと道徳（小学校編） 15 回目：心の

ノートと道徳（中学編） 

 


